
ロゴの制作と活用 ～ハラスメント防止に向けて～ 

（学）河合塾学園トライデントデザイン専門学校の学生達が、アイデアを出し合って制作しました。 

ハラスメント防止・対策委員会の活動のシンボルとして、啓発活動に活用していきます。 

 

 

■制作にあたっての想い 

河合塾グループに関わる3つの主なハラスメント（セクハラ、パワハラ、アカハラ）を、「ハート」で表しています。 

ハラスメントで困っている人や悩んでいる人に手を差し伸べ救う団体（塾・学校）の活動として広まってほしい、その願いを込めて、人の

命、心臓の意味を込めたハートとしました。ハラスメントで命を絶つ人がいなくなるよう、自分の命、他者の命の尊さを思いやれるよう

な人になってほしいとの想いを込めています。 

下の長い棒は悩んでいる人たちを救う道しるべになるようにとの意味を込めています。3つのハラスメントを分けた時、“愛”にかけて

アルファベットの“i”に見えるようにデザインしました。また、3 つの色にもそれぞれに命を尊ぶ意味が込めれられています。 

 

 

セクシャルハラスメントを代表するマークです。 

ピンクは女性を表現するときによく使われるカラーで、セクハラは女性が多く悩む問題のためピンク色としました。 

しかし、近年は女性だけでなく男性へのセクハラも増えてきています。ピンク色も同様女性だけでなく男性にも 

好まれるカラーとなってきました。そのため、女性にも男性にも好まれ、女性の象徴的なカラーを敢えて使い色味を

抑えたピンクを使用しました。 

また、ピンクには幸せ、思いやりの意味があるので、自分だけが良い思いをするのではなく、周りも思いやり、全体が

幸せになってほしいという意味を込めた色合いになっています。 

 

パワーハラスメントを代表するマークです。 

黄緑色は社会的なイメージが強い色で、パワハラは社会の様々な人間関係の中でおこることが多いため使用しまし

た。また、黄緑色は自然を連想させるイメージの色のため、リラックス効果や気分をリフレッシュしてもらいたいとい

う意味を込めています。 

 
アカデミックハラスメントを代表するマークです。 

青色は気分を落ち着かせ冷静にしてくれるカラーのため、冷静に物事が考えられるようになってほしいとの想いを

込めこの色合いにしました。他にも自由、平和の色のイメージでもあるため、物事にとらわれず自由な思想で生きて

ほしい、争いごとなく価値観を認め合い共存してほしいという想いを込めました。 

 


